
　　　　　　　　　　　　各部会から出された主なご意見　　　　　　　【資料２】

経営課題
めざす成果
及び戦略

具体的取組

【１－１－１】
支援が必要な
児童、生徒へ
の取組

・区民として、子どもの虐待に関する知識や情報を知ることがほとんどない。例
えば、ステップファミリー（血縁関係のない親子関係が少なくとも1組以上含ま
れる家族関係のこと）に関する研修会などがあれば虐待防止につながるので
はないか。

【１－１－２】
全就学前児童
への切れ目の
ない見守り環
境の整備

・子育て中には、いろいろな悩みや相談事があると思う。それぞれの相談時
に相談先がわかるものがあればよいと思う。
・住之江区独自の取組として、母子手帳を受け取る際に各種相談先や子育て
情報を掲載した「手続きケアプラン」を渡していることを聞き、困ったときに非常
に助かると感じた。非常に良い取組である。
・子育てサポートアプリは、子どもの成長記録だけでなく、写真を記録する機能
やその写真をアルバムにできるサービスがあればなおよい。
・子育て相談として区役所に行くのはハードルが高いので、子育てサポートア
プリから相談先がわかれば、直接、相談先につながりやすい。
・今の子育て世帯には、昔のようにご近所付き合いがなく気軽に相談できる相
手がいない。橋渡し的な人や仕組みがあればレールとなって相談するきっか
けとなり安心して暮らせるのではないか。そのためには近隣の人や地域力が
大事。

【１－２－１】
児童、生徒の
学力向上に
向けた取組

【１－２－２】
チャレンジ精神
や課題解決力
を身につけた
り、学習の目的
を見つけたりす
る機会づくり

【２－１－１】
安心を提供す
る福祉施策の
推進

【２－１－２】
地域福祉の
充実

【２－２－１】
多様な主体と
連携した地域
活動協議会に
よる自律的な
地域運営の促
進

・区内の企業に対してアプローチし、イベントを共催するなどして、連携してい
けることがあればとよいと思う。それをきっかけとして、地域の担い手になって
もらえるとよいのではないか。
・地域に対して、Instagram（インスタグラム）の開設支援やホームページの投
稿支援、LINE（ライン）アカウントの開設支援などを行っているとのことだが、地
元企業と共催できることがあればよいと思う。
・企業・NPO・学校・地域交流会で、スマホ講座を盛り込めるとよいのではない
か。

【２－２－２】
地域の魅力の
共有と発信

・「すみのえ情報局」が終了となってしまったが、地域の様々な投稿があるの
で、もったいないと感じる。認知度を上げることが難しかったのかと思うが、今
はほとんどの人がスマートフォンを持っているので、今後、地域や各種イベント
の情報を伝える際は、特にLINE（ライン）を優先して使用すれば、認知度を上
げることにつながるのではないか。
・高齢者は「広紙さざんか」が一番身近であるが、知り合い同士ではグループ
LINE（ライン）で情報共有を行っている。
・視覚障がい者や聴覚障がい者に対しては、音声版や点字版の「広報さざん
か」があるが、これらが知られていないように感じるので、障がいのある人に対
して、情報を得られる手段があることをより周知する必要がある。
・SNSであれば、簡単にすぐに情報を拡散できる。紙媒体とデジタルを両面で
活用し、デジタルを上手に利用できるよう工夫が必要である。

部会名
意見項目

主なご意見

はぐくみ・教育
部会

【経営課題１】
子どもたちの
未来のために

【１－１】
安心して子育
てができ、子ど
もたちが笑顔
で育つまち

【１－２】
子どもたちがい
きいきと学び、
成長していくま
ち

すこやか・
まちづくり部会

【経営課題２】
すべての人が
いきいきと自分
らしく暮らせる
ために

【２－１】
支え合い安心
して暮らせるま
ち

【２－２】
活力と魅力の
あふれるまち
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【３－１－１】
自助・近助・共
助による防災
力の向上と圧
倒的多数の人
材育成

・災害を自分事として感じてもらうためには、発災時の状況を映像で見ることが
有効である。自分が住む身近な場所の被害状況を映像で見れば防災に関心
を持ってもらえると思うので、住之江区内で想定される地震や津波被害につい
て映像を作成することはできないか。
・防災への関心を持ってもらうために、マンション単位など小さなコミュニティ
で啓発を実施してはどうか。お祭りなどのイベントと連携し、体験型の内容が
有効だと思う。
・防災イベントに参加する子ども達や保護者に可搬式ポンプに触れてもらうな
ど、実際に経験してもらうと防災への意識が高まると思う。こうしたことをきっか
けに地域防災リーダーについて知ってもらい、興味を持ってもらいたい。
・災害時には避難所における性被害や子どもを狙った犯罪に加えて、被災し
た家を狙った空き巣や詐欺被害などが多いと聞いたことがある。被害にあわ
ないために啓発や周知することも重要だと思う。
・「避難カード」について、小中学校の授業参観などで活用すると知名度があ
がると思う。

【３－１－２】
減災のための
環境整備

【３－２－１】
防犯意識の
向上に向けた
啓発

【３－２－２】
街頭犯罪抑止
のための環境
整備

部会名
意見項目

主なご意見

防災・安全
部会

【経営課題３】
安全・安心に暮
らすために

【３－１】
災害に
強いまち

【３－２】
防犯意識の高
いまち
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